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「盛岡第一高等学校ＳＧ課題研究Ⅰ ～地方創生の取り組み～」 

 

 

 

 

学校名 岩手県立盛岡第一高等学校  

本校ではスーパーグローバルハイスクール事業の一環として、３年間をかけてグローバル

課題の解決法に関する探究的な学習を行っている（図１）。その導入に当たる１学年では、

ＳＧ課題研究Ⅰとして、課題発見力の育成と、探究の基礎的手法の獲得に重きをおいた課題

研究を行ってきた。今年度からは盛岡市と全面的に提携し、「地方創生」をテーマに、将来

の地域の担い手となる人材育成や地元定着促進、愛郷心の醸成などを目的として、盛岡市の

地方創生の課題について多角的な視野から探究を行うための新たな教育プログラムの開発に

取り組んでいる。以下にその概要を述べる。  

 

【盛岡市からの協力内容】 

 地方創生をテーマとした基礎的な講義及びヒアリング調査対象の調整等 

 

【今までの活動内容】 

 ＜ＳＧＨ講演会＞ 

内 容 

(1) 取組説明 盛岡市における地方創生の取組について 

       盛岡市市長公室企画調整課都市戦略室長 佐藤篤氏 

(2) 基調講演 演題「新しい時代の高校生のちから」  

講師 studio-L コミュニティデザイナー 出野紀子氏 

 

 ＜ミニ講座・グループワーク＞ 

内 容（ミニ講座のテーマ）講師は盛岡市が選定し、派遣（図２） 

(1) 結婚・子育て支援 (2) 子どもの貧困対策 (3) 働き方改革 

(4) 企業の魅力発信  (5) 食と農の連携   (6) 盛岡ブランド・交流人口対策 

(7) 移住・定住促進  (8) 地域福祉と共生社会 

（グループワークの内容） 

 ミニ講座の情報共有、研究テーマの検討、フィールドワークの進め方 

   

＜夏季休業中＞  

班毎にミニ講座のテーマに沿ったフィールドワーク（図３） 

   フィールドワーク先は盛岡市が調整  

  [主なフィールドワーク先 ] 

日本結婚支援協会、フードバンクいわて、インクルいわて、岩手日報、  

産業支援センター、ジョブカフェ、ふじむら農園、藤原養蜂場、  

   もりおかワカものプロジェクト、地域おこし協力隊、岩手移住計画、  

   フテギチョウ文庫、未来図書館など  

  

＜白堊祭（8 月）＞  

夏季フィールドワークの成果について班毎にポスターを作成し発表 

  

＜研修旅行（12 月）＞ 

 研修旅行において、設定したテーマを深めるための関西フィールドワーク  

フィールドワーク先は各班で交渉  

[主なフィールドワーク先 ] 

 京都府こども総合対策課、京都市こども若者未来育成推進課、京都府家庭支援課、  

 京都市男女共同参画社会推進課、京都ブランド推進連絡協議会、錦市場商店街、  
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 京都府観光連盟、亀岡市ふるさと創生課、南丹市定住・企画戦略課、西川産業、 

 大阪大学、山科醍醐こどもの広場、京都乙訓農業、エコの森京都など 

 

【今後の予定】 

＜ＳＧ課題研究発表会＞ 

 ２月中旬に行う課題研究発表会に向け、班ごとにまとめの作業に入っている。夏季フィ

ールドワーク・関西フィールドワークで得た知見を踏まえ、地方創生に向けた独自のアク

ションプランについてプレゼンテーションを行い、その成果について盛岡市へ市政提言と

いう形で還元することも予定している。 

 

図１ 本校ＳＧＨ事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 盛岡市提供による地域人材を最大限   図３ 夏季フィールドワーク 

   活用した地方創生に関するミニ講座      （サンファーム） 

 


